
 

 

○新市場のコンセプトと導入機能のイメージ 
 「地域の生産者や小売業、消費者をはじめ 

 多様な主体のニーズに応える魅力ある拠点づくり」 

  

 １．首都圏における新たな「食」の流通拠点形成 

 ２．地域経済の活性化と市民に親しまれる場づくり 

 ３．時代とニーズに対応した市場づくり 

 ４．卸売市場の経営・管理運営の効率化 

 

Ⅰ.現状と課題           Ⅱ.市場整備の方向性（H17.1.17 審議会答申） Ⅲ．新市場のビジョン案（コンセプト） 

 

           民的要因  公的要因 

生産・小売・消費                       国と流通環境 

・青果産地団体は大型化    ・規制緩和と自由化（第三者販売、電子取引） 

・小売業態の変化     ・品質管理の高度化（衛生管理、生産履歴等） 

・量販店はセンターで取引先集約  ・市場再編（中央の基準明示、地域拠点市場）    

・加工・保管・集配機能のニーズ  ・市場間競争（供給圏との不整合） 

・市場外流通、外食・中食の普及  ・千葉県第８次卸売市場整備計画(H17/12) 

・健康、安全・安心への志向    ・H24 には築地が豊洲新市場に拡大移転 

・地場産品の人気 

 

 

外的要因 

  

内的要因 

 

・取扱高減少と業者経営悪化      ・使用料収入の減少 

・開設者への依存傾向     ・管理運営経費の増大（人件費と官民分担） 

・市内流通機能の低下       ・地域への寄与・地域貢献の不足 

・大手小売店への依存傾向    ・施設が老朽化、品質管理の立ち遅れ 

・場内業者体制も不十分      ・開設者の専門性と継続性 

場内業者                        市場運営・市場経営 

 

Ⅳ.今年度の検討事項          Ⅴ.検討体制と進め方 

○長期整備基本計画の策定 

 (1) 事業計画の検討  

  ①事業内容の検討  

  1)管理・運営に関する検討 

   市場会計･業者経営等の財務分析、移転後に市場が成立するための必要な方策 

  2)機能・施設に関する検討 

   基本となる市場機能・施設の整理、補完・高付加価値機能、市民利用型施設 

  ②事業手法の検討 

  1)市場の整備運営における民活の可能性検討 

   事業を構成する業務の整理と民間に委ねる業務と移転したいリスク、 

   民間事業者の把握、最適民活手法の決定      Ⅵ.長期整備基本計画の検討スケジュール 

  2)周辺の諸機能集積事業における民活の可能性 

  3)事業者の公募条件等の検討 

 (2) 市場機能整備の検討 

  1)目標取扱数量の設定 目標取扱量、卸売業者等の体制 

  2)概算施設規模の算定 施設経由率、必要施設と規模の算定 

  3)主要システムの検討 取引、物流・交通、衛生、情報、環境 

  4)施設配置・概算事業費・整備スケジュールの検討 

 

○その他 (1)用地の検討  (2)地域拠点市場の位置付け  (3)現市場の活性化 

 

  

柏市場 

H16 取扱高 350 億円 

(H7:510 億) 

柏市場の今後のあり方 

(1) 求められる流通機能 

・産地・食品産業の信頼を得る地域拠点の役割 

・規制緩和への対応、業者経営の改善・強化 

・取引活性化、地産地消(地域のﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ) 

・安全・安心の確保、情報の高度化 

(2) 整備と運営のあり方 

・民間活力の導入、運営健全性確保 

・取引体制の強化、開設者の機能強化 

(3) 地域に貢献する卸売市場 

・現在地の周辺土地利用との整合 

・地域連携、食産業の集積等経済活性化 

・食育、市民利用空間等市民に親しまれる市場 

長期整備の方向 

結論：「新たな場所に移転して整備が有効」 

５つの検討事項 

ア 市場のあり方を踏まえたコンセプトの策定 

イ まちづくりに寄与する用地選定 

ウ 卸売業者の体制整備(連携･統合) 

エ 民活導入を含む整備手法の検討 

オ 地域拠点市場の位置付け 

柏市公設総合地方卸売市場の長期整備について 

生鮮食品 
卸売市場機能 

小売･集客 
機能 

流通センター 
機能 

食品卸売 
機能 

食の情報 
プラザ 

消費者・市民 

生産者・食品流通関係業者 

市場運営審議会 (専門部会) 

長期整備基本計画案の検討（庁内） 

 ・市場機能の検討 

 ・事業化の検討 

場内業者(青果・水産・花き・関連) 

報告・審議 

アンケート・ヒアリング・協議 など 

流通関係業者などの民間事業者 

用地の検討 

千葉県・地域流通関係者との協議・調整 

第１段階（H17 夏頃まで）： 

 事業内容の検討、目標取扱量の設定 

 

第２段階（H17 秋頃まで）： 

 事業手法の検討、施設規模と主要システムの検討 

 

第３段階（H18 春頃まで）： 

 施設配置、概算事業費、整備スケジュールの検討 

 基本計画書の作成 

第２回市場運営審議会（他市場視察） 

第３回市場運営審議会（中間報告） 

第４回市場運営審議会（基本計画案） 
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